
森林整備現場見学会レポート

山梨県



県土の７８％を占め、県民の暮らしを支えるかけがえのない山梨の森林を、健全な姿で
未来に引き継いでいくため、平成２４年４月から森林環境税を導入しました。
この森林環境税を活用して行っている事業の効果を、県民の皆様に直接実感していた
だくために、「森林整備現場見学会」を開催しましたので、内容を報告します。

○峡東コース
平成２７年１１月４日（水） 参加者１５名（申込者２０名）

○峡南コース
平成２７年１１月６日（金） 参加者２２名（申込者２２名）

 笛吹市境川町大窪地内の間伐実施箇所を見学
 森林総合研究所研究員による「森林と私たちの暮らし」についての講座

 南部町万沢地内（白鳥山）の間伐実施箇所を見学
 森林総合研究所研究員による「森林と私たちの暮らし」についての講座

はじめに



○峡東コース [平成2７年１１月４日(水）]

県庁からバスで、風土記の丘第３駐車場（風土記の丘研修センター前）に集合です。

当日は晴天に恵まれ、予定どおり開催しました。



開始式の後、笛吹市境川町大窪地内の現場に移動し、
間伐作業中の現場を見学しました。

５３～７４年生のヒノキの人工林です。
間伐の結果、林の中が明るくなりました。

藤垈の滝の先で、間伐の現場を見学しました。



現場の概要や作業内容などを担当職員が説明。

現場にて、森林の公益的機能や森林環境税を活用して行って
いる各事業の内容を、担当職員から説明しました。

皆さん熱心に見学されていました。
多くの質問やご意見をいただきました。



専門用語もフリップボードを活用しながら、
森林整備の流れを、わかりやすく説明しました。

「伐倒」・・・木を伐ること「選木」・・・伐る木を選ぶこと



いよいよ、本日のメインイベント、「伐採作業の見学」です。
中央森林組合の職員の皆さん、よろしくお願いします！

チェーンソーで伐倒側に「受け口」を切り込み、その後、反対側から「追い口」を切り込みます。



安全作業で見事に、予定どおりの方向に伐採しました。

静かな山に大歓声が響き渡りました！！



伐倒後は、「木寄せ」作業と「玉切り」作業をします。



風土記の丘に戻り、午後は、研修センターにて
森林総合研究所研究員の講座を聞きました。

同所の長池主任研究員による「森林と私たちの暮らしについて」のお話です。北岳で行ってい
るニホンジカの生態についての研究内容も説明しました。皆さん非常に熱心にお聞きいただき、
講座後は質問が絶えない状況でした。



○峡南コース [平成2７年１１月６日（金）]

県内各地から南都町本庁舎へお集まりいただき、開始式を行いました。
開始式の後、バス２台にて、南部町万沢（白鳥山）の現場へ移動しました。

この日も晴天に恵まれました。南部町本庁舎にて開始式を行いました。



南部町万沢地内の現場に移動し、森林整備現場を見学しました。

４６～７９年生のスギ・ヒノキの人工林です。
間伐の結果、林の中が明るくなりました。

白鳥山の山頂付近の現場を見学しました。



整備現場に行く前に、現場概要や作業内容などを担当職員が説明しています。
皆さん、熱心に聞いております。

現場にて、森林の公益的機能や森林環境税を活用して行っている
各事業の内容を、担当職員から説明しました。



南部町森林組合の職員の方に、現場での作業について説明してい
ただきました。



チェーンソーで伐倒側に「受け口」を切り込み、その後、反対側から「追い口」を切り込みます。

いよいよ、本日のメインイベント、「伐採作業の見学」です。
南部町森林組合の職員の皆さん、よろしくお願いします！



見事、予定どおりの方向に伐倒しました！！

「木寄せ」作業です。



高性能林業マシーン「ハーベスタ」による
枝払い・玉切り・集積作業です。

1台3役、あっという間に作業完了です。



ハーベスタによる集積作業後、寸法を測ってみると、
見事に４メートルごとに造材されています。



間伐により、森の中に空間が確保され、陽の光が届き、下
草が繁茂した明るく健全な森林が育成されます。



切り捨て間伐の現場へ向かいます。

急な斜面など、造材作業ができない現場では、切り捨て間伐を行います。



白鳥山山頂で、富士山を望みながら、昼食をとりました。

白鳥山公園駐車場から、徒歩１０分程度で山頂です。



午後からは、南部町本庁舎大会議室にて、
森林総合研究所研究員の講座を聞きました。

峡東コースと同様に、森林総合研究所の長池主幹研究員による「森林と私たちの暮らしに
ついて」のお話です。参加者の皆さんは非常に熱心に聞いておられました。



おわりに

昨年の国中・郡内地域に引き続き、今年度は峡東・峡南地域における「森林整備
現場見学会」を開催しました。
参加者の皆様にアンケートのご協力をいただいたところ、「見学会に参加してよかった」
「税の使いみちや森林のはたらきについて理解できた」などの意見をいただく一方で、
「森林環境税をもっと県民にアピールすべきだ」、「森林環境税の理解が広がればいい」
などさまざまな意見もいただきました。
今後も、森林環境税の普及啓発に併せ、山梨県の豊かな森林について、県民の

皆様にご理解いただけるように取り組んで参りたいと思います。


